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2025年９月のCCY群の活動 
 

  

左の図は、単点での2025年９月１４/１５日のCCY群の活動です。１９時２８分から２０時２８分

の１時間に、２個の同時流星がありました。単点では、１８時から２０時までに３個です。右の
図が８月中旬から９月２４日まで調べた１０個の同時流星の輻射点と軌道図です。輻射点が
３つに分かれているようです。低速で軌道が揃っています。 



  

2007年8月中旬から９月中旬までのCCY群の活動です。２０１０年と２０２０年にやや多めの２０１５年に
小突発がありました。１０年か５年毎に出現が多くなる流星群で話題になっていましたが、今年も、９月
２４日現在で、２０１５年の２倍程度の出現がありました。大きく３つのグループに分かれていて出現の
パターンが年によっても違うようです。緑のグループの活動が大きく関与しているようです。 

２０２５年９月のCCY群の２００７年から２０２５年の出現数変化 

２００７年から２０２５年の全部 



  

表の上の１３個が2025年８月３１日から９月１６日までの１３個のCCY群の軌道計算等の
一覧です。下の表は、平均軌道とIAUのCCYと母天体候補です。どうも３つに分離できそう
ですが。２０２５年は、CCY_aとCCY_dとCCY_eの3つが活動していたことがわかりました。 

２０２５年９月のCCY群の軌道要素等の一覧と群と母天体候補 



  

上の軌道図は、2020年の出現時に作成したものです。2015年のSontacoの平均軌道は、
母天体が2019SU10のようです。2010年のSontacoの平均軌道と2015年と2020年のIAUの
平均軌道は、2020RFが母天体のようです。下の表は、2020年の平均軌道とIAUのCCYと
母天体候補です。 

２０１５年と２０２０年９月のCCY群の軌道図と軌道要素比較 



  

上の輻射点は、２０２０年の出現時のものです。CCY_iaからCCY_ieまであります。右は、２５
個の軌道図です。中央に集中が見られますが、CCY_iaとCCY_idが多いです。 

２０２０年９月のCCY群の輻射点と軌道図 



  

上の２つのグラフは、２０２５年のωとq、ωとiの関係図です。２０２５年は、CCY_aとCCY_d 
とCCY_eが活動していたことがわかりました。 CCY_bとCCY_cが左の図のかけている部分
にあると予想できます。 下の2つのグラフは、２０２０年の結果です。５つの群がきれいに
直線に載っています。CCY_aとCCY_d が多く出現していたようです。 

２０２５年９月のCCY群の軌道要素のωとq、ωとiの関係 


